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通常総会開催
第39回　計根別農協乳牛改良連合会

祝 賀 会

漆原俊之会長「今年は北海道に
て開催される第14回全日本ホル
スタイン共進会に向けて、会員
の皆さんがこれまでの成果を発
揮し活躍して頂き、また前年に
負けない牛群作成に向けた飼
養管理技術の向上、乳牛の改良
に努めて頂きたいです。」

受賞者代表の
鈴木直良さん

上標津同志会の
久保拡伸さんが
議長を務める

藤沼　巧氏（㈱野澤組）
による乾杯の挨拶

佐藤広光さん
（新規エクセレント級　獲得）

1/27
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所有者 名　　　　号 父略号 審査年齢 産次数 決定得点 審査年月日

㈲ハイエストファーム HEF　テイーエス　レリーシア　ET 1H7235 05-07 4 90 平成26年  7月10日

蛭田健太郎 ヒルタビユー　アオイ　エレガンチツク　ET 200H4144 05-09 4 90 平成26年10月28日

蛭田健太郎 ヒルタビユー　ジエフリー　カスミ 29H10792 06-04 5 90 平成26年  7月11日

佐藤　広光 ノーズヒル　ゴールドウイン　ジヤーナル　ET 200H3205 07-03 5 91 平成26年  7月  9日

蛭田健太郎 ヒルタビユー　キヤンデイ　ジヨイス 29H9023 07-08 5 90 平成26年10月28日

◎平成26年度 体格審査 エクセレント級 獲得

所有者 名　　　　　号 父略号 月齢 産次 乳量 F ㎏ F ％ P ㎏ P ％ SNF 
㎏

SNF 
％

㈱美馬農場 ブリリアント　カーニバル　ダイオン JP3H52596 03-01 2 15716 587 3.74 523 3.33 1399 8.90

㈱美馬農場 ブリリアント　カイキヨウ　リフレクター　イトー 29H10793 05-02 4 16421 557 3.39 519 3.16 1435 8.74

尾之内恒星 パインヘイブン　セラツシユ　トイストーリー　フライゴン 1H7235 04-03 3 15491 631 4.07 506 3.27 1369 8.84

㈱美馬農場 ブリリアント　ゴロキチ　ダイオン　クルーズ JP3H52596 04-00 3 14350 605 4.22 491 3.42 1289 8.98

㈱美馬農場 ブリリアント　デユイチ　ガスリン　サムソン 29H10644 04-02 3 13289 562 4.23 479 3.60 1230 9.26

㈱美馬農場 ブリリアント　トウキビ　マツトソン　サムソン 29H11509 04-01 3 13647 524 3.84 478 3.50 1241 9.09

㈱美馬農場 ブリリアント　ヒツト　ホームステツド　トレビノ 29H11153 04-04 3 13816 630 4.56 477 3.46 1228 8.89

㈱美馬農場 ブリリアント　ピータン　オリンピツク　タム　シド HG973318 04-07 3 14113 529 3.75 474 3.36 1227 8.69

本田　正志 メルテイリツジ　ヒンペル　ロイ　ローズ 29H9023 05-03 4 13842 596 4.31 472 3.41 1269 9.17

㈱美馬農場 11　ヤマギシ　パスタ　トエイン 1H7235 04-10 4 13895 551 3.97 470 3.38 1230 8.85

田中　洋希 ロツキー　ウツデイ　ヒルトン JP3H52585 05-07 4 13323 589 4.42 462 3.47 1192 8.95

㈱美馬農場 ブリリアント　ナツト　アマチユア　ドミトリー 7H6168 04-01 3 13826 572 4.14 462 3.34 1226 8.87

㈱美馬農場 ブリリアント　ウーロン　タイタニツク　ダツチ　ボーイ JP3H51676 05-06 4 13816 592 4.28 460 3.33 1241 8.99

菊地　修一 スカイハイ　ボルトン　エルスター 29H11111 03-02 2 14146 481 3.40 460 3.25 1226 8.67

㈱美馬農場 ブリリアント　カラブキ　テンプター　サムソン JP3H53364 02-09 2 13770 490 3.56 458 3.33 1216 8.83

中垣　隆二 ラウンド　アルド　ライト　セルシアス JP3H53112 03-08 2 14096 518 3.68 457 3.24 1234 8.75

永利　嘉成 ブルームーン　バクソル　スープ 11H8195 04-09 3 14415 558 3.87 457 3.17 1240 8.60

㈱美馬農場 ブリリアント　ネツト　ヒルトン　アシリー JP3H52585 04-10 4 14135 565 4.00 455 3.22 1219 8.63

菊地　修一 スカイハイ　ブリツツ　エモリー 7H5708 05-07 4 14939 523 3.50 454 3.04 1259 8.43

◎乳タンパク量　1,000ポンド（305日）

平成26年度 特別表彰の部

農　家　名 実 頭 数 乳　　量 乳 脂 量 乳 脂 率 蛋白質率

菊　地　友　徳 59.6 10676 446 4.18 3.33

鈴　木　直　良 56.8 10136 406 4.01 3.31

葛　西　裕　之 111.8 10026 435 4.34 3.43

◎牛群平均乳量　10,000㎏以上　（H25.12月～H26.11月）
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平
成
二
十

七
年
一
月
二

十
八
日
か
ら

三
十
一
日
の

期
間
、
計
根

別
農
協
管
内

に
て
体
格
審

査
（
後
期
Ｂ

日
程
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

審
査
員
は
北

海
道
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
農

業
協
同
組
合

　

戸
田　

敬

司
氏
が
務
め
、

牛
群
審
査
並

び
に
体
型
調

査
併
せ
て
二
五
六
頭
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
蛭
田
健
太
郎
牧
場
に
て
ヒ
ル
タ
ビ
ユ
ー

　

ペ
ツ
ト　

レ
デ
イ　

カ
ツ
ト
ラ
ー
号
、
ヒ
ル

タ
ビ
ユ
ー　

プ
ロ
テ
ン
ス　

ポ
ド
ン
ク
号
が
八

九
点
と
高
い
得
点
を
獲
得
し
た
の
を
は
じ
め
、

多
く
の
ベ
リ
ー
グ
ッ
ト
級
獲
得
牛
が
輩
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

多
忙
の
中
、
後
代
検
定
事
業
へ
の
ご
理
解
お

よ
び
ご
協
力
を
頂
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
《
販
売
部
酪
農
課　

小
林
係
》

【別海町】
（林　　満治　牧場）
フオレスト　ブルースカイ　ミツキー　ET　04-06　【SIRE　JP3H53008】　85点
フオレスト　メモリー　ボルトン　04-02　【SIRE　29H11111】　85点
フオレスト　スコーピオ　ビーコン　03-05　【SIRE　29H13366】　85点
フオレスト　カスミビユー　タレント　02-09　【SIRE　200H7030】　83点
フオレスト　JB　エレガント　タレント　ET　02-05　【SIRE　200H7030】　83点

（蛭田健太郎　牧場）
ヒルタビユー　アツプル　ベツツイ　07-04　【SIRE　200H4779】　85点
ヒルタビユー　アラビツク　ドミノ　07-03　【SIRE　JP3H52304】　88点
ヒルタビユー　ペツト　レデイ　カツトラー　06-09　【SIRE　200H3280】　89点
ヒルタビユー　ボマーツズ　ストリーム　ET　06-02　【SIRE　29H10792】　86点
ヒルタビユー　プロテンス　ポドンク　05-06　【SIRE　7H8175】　89点

（㈲ハイエストファーム）
HEF　スウイーテイー　プロンテイア　ラデイカル　05-04　【SIRE　7H8175】　86点
HEF　ダンバーブ　プロンテイツク　リズム　05-01　【SIRE　7H8175】　87点
HEF　バーブ　アレクス　コーン　04-04　【SIRE　7H8221】　86点
HEF　アツプル　ジユネーブ　04-01　【SIRE　29H11943】　86点
HEF　ブレイク　モンブラン　03-09　【SIRE　JP4H53351】　85点
HEF　アンコール　ミリオン　03-05　【SIRE　7H8165】　85点
HEF　プロイズ　アイオーン　03-03　【SIRE　JP3H53584】　86点

【中標津町】
（㈱ケネカランド）
ケネカランド　ライアン　BEJ　ルー　04-08　【SIRE　7H7359】　85点
ケネカランド　ブライト　ブレーク　エルフイン　03-09　【SIRE　29H11655】　86点
ケネカランド　オーク　セール　モンブラン　フタゴ　03-04　【SIRE　JP4H53351】　85点
ケネカランド　レイチエル　ストリーム　マンモ　02-06　【SIRE　29H13306】　83点

（㈲本田牧場）
ゴールド　ランブラー　ジヨデイ　06-08　【SIRE　59C】　85点
ベルリン　スリーセブン　クレスト　05-04　【SIRE　54321】　85点
サベージ　タレント　セルマ　05-02　【SIRE　200H7030】　87点
ゴールド　マセラテイ　チヤンプ　04-10　【SIRE　JP5H53241】　87点
バーチ　ムーン　キテイー　ダスター　04-10　【SIRE　54642】　86点
ブラツクスター　ミツキー　テーラー　04-08　【SIRE　7H8350】　87点
エンプレス　ジヨロ　モエツト　04-07　【SIRE　29H11897】　86点
サベージ　モンブラン　セルマ　03-10　【SIRE　JP4H53351】　86点
エンプレス　アレキサンダー　モエツト　03-05　【SIRE　7H8221】　85点
カロリン　ミステイカル　シヤウト　03-04　【SIRE　29H13387】　85点

（田中　洋希　牧場）
ロツキー　ハツピー　ウイスコンシン　RED　05-04　【SIRE　29H856】　88点
ロツキー　ドロシー　オール　ブラツクス　05-03　【SIRE　JP5H52850】　86点
ロツキー　フルムーン　ミツキー　ET　04-06　【SIRE　JP3H53008】　87点
ロツキー　ブラツクスター　トイストーリー　04-05　【SIRE　1H7235】　85点
ロツキー　ベル　テンプター　03-05　【SIRE　JP3H53364】　85点
ロツキー　エルトン　リヴエレスト　03-01　【SIRE　JP5H52930】　85点

（㈲影山ファーム）
プラチナワールド　ジヨーズ　G　スパルテイー　ET　05-01　【SIRE　7H8236】　86点
プラチナワールド　ストリーム　ストーリー　04-11　【SIRE　1H7235】　88点
プラチナワールド　メリツサ　ボルトン　04-06　【SIRE　29H11111】　85点
プラチナワールド　ドルフイン　ダビンチ　04-05　【SIRE　54832】　86点
プラチナワールド　ウイン　サンダー　04-04　【SIRE　7H8221】　85点
プラチナワールド　サンチエス　ララ　04-02　【SIRE　7H8190】　87点
プラチナワールド　イングランド　ロード　03-06　【SIRE　7H8165】　85点
プラチナワールド　ウイナー　モンブラン　03-04　【SIRE　JP4H53351】　85点

（永利　嘉成　牧場）
ブルームーン　メリツサ　SD　パレオ　04-10　【SIRE　94H13666】　86点
ブルームーン　マーシユ　ダンデイ　04-08　【SIRE　JP3H52603】　87点
ブルームーン　ミラクル　スープ　04-06　【SIRE　7H8165】　86点
ブルームーン　メリツサ　デイストリー　フイル　04-03　【SIRE　94H13666】　86点
ブルームーン　ダントリー　アリス　ET　03-09　【SIRE　94H10276】　85点
ブルームーン　モデル　リズ　オーム　ET　03-08　【SIRE　14H4929】　85点
ブルームーン　タレント　アリス　02-07　【SIRE　200H7030】　83点

（後藤　　順　牧場）
ジーブランド　ゴールドウイン　パツソ　ET　04-04　【SIRE　200H3205】　85点

（波田野　満　牧場）
アライアンス　ミリテイト　アポロ　04-09　【SIRE　54582】　86点
テルスター　ネオ　フラジヤイル　04-02　【SIRE　JP3H53440】　85点
バーク　モンブラン　アイガー　04-02　【SIRE　JP4H53351】　85点

（須崎　　智　牧場）
SSF　アドベント　ミスチール　06-08　【SIRE　7H7872】　88点
SSF　フオーメーシヨン　リリー　05-01　【SIRE　73H2239】　88点
SSF　ギブソン　サンダー　04-07　【SIRE　7H8221】　86点
SSF　ユツプラネツト　コイン　シヨツテル　ET　04-07　【SIRE　7H8081】　85点
SSF　サベージ　メモリー　03-05　【SIRE　JP3H53584】　85点

主 な 成 績

審査員　戸田敬司 氏審査風景
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根
釧
合
同
Ｊ
Ａ
海
外
研
修

　

九
月
二
十
三
日（
火
）

（
１
）乳
牛
改
良
情
勢

○
場　

所
：�V

ik
in
g
G
e
n
e
tic
s In

te
rn
a
tio
n
a
l 

D
enm

ark 

（
デ
ン
マ
ー
ク 

オ
ー
フ
ス
）

○
対
応
者
：�K

enneth B
yskov 

（V
ikingG

enetics 
Sire analyst

）

【V
ikingG

enetics

に
つ
い
て
】

　

ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北
海
道
と
同
様
、
種
雄
牛
を
作
出
・

管
理
し
、
そ
の
精
液
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
乳
牛
改

良
に
貢
献
し
て
い
る
組
織

で
あ
る
。
大
き
な
相
違
点

は
、V

ikingGenetics

は

酪
農
家
が
所
有
し
て
い
る

と
い
う
点
で
、
生
産
者
の

意
向
が
事
業
展
開
や
経
営

戦
略
に
強
く
反
映
さ
れ
、

そ
れ
は
就
任
し
た
ば
か
り

の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
発
言
か

ら
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
る

【
改
良
目
標
】

　

V
ikingGenetics

で
は
乳
用
牛
育
種
の
重
点
を
産
乳
量
、

健
康
レ
ベ
ル
、
繁
殖
、
体
型
、
管
理
形
質（
搾
乳
速
度
、
気

質
な
ど
）
に
据
え
て
い
る
。
こ
れ
は
酪
農
家
が
収
益
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
こ
の
会
社
を
所
有
す
る
酪
農

家
が
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
改
良
目
標
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
対
象
は
Ｄ
Ｆ
Ｓ
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
世
界
に
向
い
て

い
る
。

【
デ
ー
タ
収
集
】

　

種
雄
牛
の
評
価
精
度
、
特
に

遺
伝
率
の
低
い
管
理
形
質
の

遺
伝
能
力
信
頼
度
を
高
め
る

に
は
、
数
多
く
の
娘
牛
か
ら
あ

ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
て

分
析
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。
乳
牛
の
登
録
義
務
の
あ

る
Ｄ
Ｆ
Ｓ
で
は
乳
検
加
入
率

が
高
く（
九
〇
％
）、
下
図
に

示
す
雌
牛
の
頭
数
に
基
づ
い

て
種
雄
牛
を
評
価
し
て
い
る
。

　

乳
検
情
報
に
は
産
乳
成
績

に
関
連
す
る
情
報
の
他
、
繁
殖

成
績
や
子
牛
の
生
存
率
、
難

産
率
と
い
っ
た
デ
ー
タ
も
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
体
型
審

デンマーク スエーデン フィンランド 計

ホルスタイン 371,000 141,000 81,000 593,000

ジャージー 65,000 2,000 67,000

バイキング・レッド 37,000 113,500 143,000 293,000

計（他含む） 478,500 257,100 226,700 961,900

査
の
情
報
も
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
特
筆
す
べ
き
は
獣
医

師
か
ら
疾
病
関
連
、
削
蹄
師
か
ら
は
蹄
の
状
態
に
関
す
る

デ
ー
タ
、
さ
ら
に
屠
畜
場
か
ら
の
情
報
も
取
り
込
ん
で
遺

伝
的
評
価
値
に
活
か
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
こ
れ
ら
の

情
報
が
取
り
込
ま
れ
れ
ば
、
興
味
深
い
分
析
が
可
能
と
な

る
が
、
現
在
の
日
本
で
は
組
織
間
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
る
）。

【
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
】

　

フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
、オ
ラ
ン
ダ
、ス
ペ
イ
ン
な
ど
ユ
ー

ロ
圏
内
の
種
雄
牛
を
繋
留
す
る
組
織
間
で
情
報
交
換
し
、

二
五
，
〇
〇
〇
頭
の
種
雄
牛
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
五
四
，
〇
〇
〇

カ
所
を
調
べ
上
げ
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
の
中
身
や
精
度
を

検
証
し
て
い
る（Euro Genom

ics

）。
こ
の
よ
う
に
大
き

な
母
集
団
で
あ
る
と
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
へ
の
信
頼
度
は

相
当
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
、
種
雄
牛
を
作

出
す
る
手
法
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
出
生
子
牛

（
♂
）
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｍ（
後
述
）
と
ゲ
ノ

ム
評
価
に
よ
り
三
，
〇
〇
〇
頭
を
選
抜
。
そ
の
う
ち
Ｇ
Ｅ

Ｂ
Ｖ
に
基
づ
き
二
四
〇
頭
の
子
牛
を
買
い
上
げ
し
、
さ
ら

に
そ
の
中
か
ら
一
七
五
頭
を
ヤ
ン
グ
ブ
ル
と
し
て
ラ
ン
ダ

ム
交
配
。
そ
の
後
、
娘
牛
の
成
績
か
ら
検
定
済
み
種
雄
牛

と
し
て
選
抜
し
、
優
れ
た
種
雄
牛
を
広
く
供
用
す
る
。
こ

営
農
部
　
基
盤
強
化
対
策
課
長　

川
目　
　

剛

№
２
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う
し
た
仕
組
み
に
よ
っ

てV
ikingGenetics

で
は

繋
留
す
る
種
雄
牛
の
構
成

が
下
図
の
よ
う
に
変
わ
り
、

一
～
二
年
以
内
に
は
ゲ
ノ

ム
評
価
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
種
雄
牛
が
一
〇
〇
％

占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

ち
な
み
に
現
在
繋
留

し
て
い
る
種
雄
牛
は
一
，

六
〇
〇
頭（
本
所
に
は

三
〇
〇
）
で
あ
る
が
、
積

極
的
な
ゲ
ノ
ム
評
価
の
導

入
に
よ
っ
て
数
多
く
の
候

補
種
雄
牛
が
長
期
に
待
機

し
て
い
る
必
要
も
な
く
な

り
、
繋
留
頭
数
は
縮
減
化

に
向
か
っ
て
い
る
。

【
種
雄
牛
の
遺
伝
評
価
法
】

　

種
雄
牛
の
総
合
評
価
値
と
し
て
日
本
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｐ
、
米

国
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｉ
、
カ
ナ
ダ
で
は
Ｌ
Ｐ
Ｉ
な
ど
が
主
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
計
算
式
は
各
国
の
育
種
目
標
な
ど
を

反
映
し
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
が
、VikingGenetics

の

Ｎ
Ｔ
Ｍ（N

ordic T
otal M

erit

）は
Ｎ
Ｔ
Ｐ
な
ど
よ
り
か

な
り
複
雑
な
計
算
式
で
、
多
く
の
形
質
に
対
し
て
大
小
の

重
み
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る（
右
図
）。

　

遺
伝
率
が
非
常
に
低
い
形
質（
体
細
胞
ス
コ
ア
な
ど
）

に
大
き
な
重
み
付
け
を
す
る
と
総
合
評
価
値
と
し
て
そ
の

価
値
を
損
な
う
。
ま
た
一
般
に
各
形
質
に
オ
ー
ル
プ
ラ
ス

の
種
雄
牛
は
か
え
っ
て
特
徴
に
乏
し
く
、
結
局
ど
の
形
質

も
大
き
く
改
良
が
期
待
さ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
総
合
指
数
の
複
雑
化
は
、
本
当
に
効
果
が
期
待
で
き

る
か
今
後
と
も
専
門
家
を
交
え
た
検
討
が
日
本
で
は
必
要

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

九
月
二
十
四
日（
木
）

【
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
お
よ
び

ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
】

○
場　

所
：
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　

ヨ
ー
テ
ボ
リ
空
港
近
郊
ホ
テ
ル

○
対
応
者
：�V

IK
IN
G
 G
EN
ETIC

S　

サ
イ
ヤ
ー
ア
ナ

リ
ス
ト　

イ
ブ
・
ギ
ー
ニ
氏

ゲノム
評価以前

バイキング
レッド

ホルス
タイン ジャージー

検定済み 70 % 25 % 10 % 50 %

GenVikPlus 0 % 51 % 67 % 25 %

候補種雄牛 30 % 24 % 23 % 25 %

ゲノム評価による
ヤングBull 0 75 90 50

【
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ（
異
種
交
配
）実
施
の
背
景
】

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
は
泌
乳
能
力
と
体
型
重
視
の
改
良
が

進
む
中
で
、
世
界
的
に
も
繁
殖
能
力
や
耐
病
性
、
長
命
性

が
失
わ
れ
て
お
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
収
益
性
を
求
め

る
志
向
が
強
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
失
わ
れ
た
繁
殖
性
等
の

改
善
策
と
し
て
ク

ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
取
り
組
み

は
近
年
流
行
し
て

き
て
お
り
、
Ａ
Ｉ

団
体
か
ら
強
制
し

た
も
の
で
は
な
く
、

農
家
側
か
ら
の
要

望
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
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○�カリフォルニアでのクロスブリーディングにおける結果

ホルスタイン スカンジナビアンレッド
×ホルスタイン

生涯乳量（㎏） 28,086 31,276

生涯乳脂量（㎏） 966 1,054

年間乳量（㎏） 11,185 10,484

分娩難易度（％） 17.7 3.7

２産次残存率（％） 75 85

４産次残存率（％） 29 50

【
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド（V

IK
IN
G
 R
ED

）】

　

①
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ド（Sw

edish Red

）

　

②
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
エ
ア
シ
ャ
ー
（Finish A

yrshire

）

　

③
ダ
ニ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ド（D

anish Red

）

の
3
品
種
が
お
り
、
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
と
は
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
総
称
で
、
乳
牛
同
士
の
掛
け
合
わ
せ
で
造
ら
れ

て
お
り
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
と
赤
白
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
が
基

礎
と
な
っ
て
い
る
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
血
液
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
が
ダ
ニ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ド
の
み
一
二
％
以

下
だ
が
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
血
が
入
っ
て
い
る
。

　

能
力
と
し
て
は
、
繁
殖
性
や
健
康
形
質
に
優
れ
、
乳
成

分
に
お
い
て
も
タ
ン
パ
ク
質
に
優
れ
て
い
る
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
収
益
性
を
重
視
す
る
た
め
、

五
〇
％
の
酪
農
家
が
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
を
飼
養
し
て
お

り
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
を
半
々
で
飼

養
し
て
い
る
農
場
も
あ
る
。

　

な
お
、
カ
ナ
ダ
の
赤
牛
種
雄
牛
の
ト
ッ
プ
一
〇
〇
の
内

の
ほ
と
ん
ど
が
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
が
牛
耳
っ
て
い
る
。

　

※
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
精
液
は
現
在
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
間
に
お
け
る
衛
生
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

輸
入
は
で
き
な
い
。

○
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
種
雄
牛
の
造
成

　

種
雄
牛
造
成
に
は
体
型
を
考
慮
せ
ず
、NT

M

（
北
欧
に

お
け
る
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）を
使
っ
て
牛
の
選
抜
を
行
っ
て

い
る
。

　

①�

四
，
五
〇
〇
頭
の
妊
娠
牛
を
契
約（
Ｎ
Ｔ
Ｍ
で
選
抜
）

→ 

二
，
二
〇
〇
頭
の
雄
牛
が
生
ま
れ
る

　

②
二
，
二
〇
〇
頭
の
雄
を
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査

　

③�

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
か
ら
選
抜
さ
れ
た
二
二
〇
頭
を
買

い
上
げ
、
精
液
テ
ス
ト
を
実
施

　

④
残
っ
た
一
七
〇
頭
が
ヤ
ン
グ
サ
イ
ヤ
ー
と
な
る

【
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る

雑
種
強
勢（
ヘ
テ
ロ
ー
シ
ス
効
果
）】

　

目
的
は
雑
種
強
勢
に
よ
る
繁
殖
性
、
対
病
性
、
長
命
性

な
ど
の
向
上
な
ら
び
に
近
親
交
配
の
改
善
で
あ
り
、
繁
殖

性
、
健
康
形
質
は
一
〇
～
一
五
％
向
上
す
る
。
収
益
性
に

つ
い
て
も
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
に
劣
ら
ず
、
年
間
乳
量
は
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
の
方
が
高
い
が
、
長
命
性
の
向
上
に
よ
り
搾
乳

日
数
が
増
え
生
涯
乳
量
で
は
雑
種
の
方
が
高
い
結
果
が

出
て
お
り
、
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
は
収
益
を
上
げ
る

ツ
ー
ル
と
し
て
優
れ
て
い
る
。

　

二
種
間
で
の
交
配
を
繰
り
返
し
て
も
、
雑
種
強
勢
の
効

果
は
世
代
を
重
ね
る
ご
と
に
能
力
は
弱
ま
っ
て
い
く
た
め
、

3
種
間
の
交
配
が
必
要
で
あ
る
。

　

ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
レ
ッ
ド
は
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
血
が

入
っ
て
い
な
い
の
で
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
と
の
雑
種
強
勢
の
効

果
が
高
い
。

　

な
お
、
雑
種
と
は
い
え
、
ど
の
種
雄
牛
を
活
用
し
て
も

よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
目
的
を
持
ち
、
能
力
の
高

い
純
粋
種
の
最
高
級
種
雄
牛
を
活
用
し
た
計
画
的
な
交
配

が
重
要
で
あ
る

○
ク
ロ
ス
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
リ
ス
ク

　

・
純
粋
種
の
減
少

　
　
（
異
種
交
配
は
純
粋
種
あ
っ
て
の
も
の
）

　

・
純
粋
種
の
特
性
が
失
わ
れ
る

　

・�

異
種
交
配
牛
は
ゲ
ノ
ム
等
の
遺
伝
子
情
報
を
利
用
し

た
改
良
が
困
難

【P
R
O
C
R
O
SS

】

　

ア
メ
リ
カ
等
数
カ
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
異
種
交
配

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
、
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
、

モ
ン
ト
ベ
リ
ア
ー
ド
の
三
種
に
よ
る
交
配
を
優
良
な
交
配

と
し
て
い
る
。

　

※
モ
ン
ト
ベ
リ
ア
ー
ド（M

ontbeliarde

）
と
は
シ
ン

メ
ン
タ
ー
ル
の
血
が
入
っ
て
い
る
牛
、
体
細
胞
が
低
く
、

耐
久
性
が
あ
り
フ
ラ
ン
ス
で
人
気
が
あ
る

【
考
察
】

　

北
欧
に
お
け
る
乳
牛
改
良
は「
収
益
性
」
を
追
求
し
た
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PROCROSSの流れ

※ホルスタインから交配をスタートしサイクルさせる

乳
牛
改
良
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
頭
の
牛
が
一
生
涯
に
ど

れ
だ
け
収
益
を
上
げ
て
く
れ
る
の
か
を
細
部
に
わ
た
り
追

求
し
て
い
る
。

　

オ
ラ
ン
ダ
は
北
海
道
と
大
差
の
な
い
国
土
で
あ
り
な
が

ら
、
か
つ
て
は
世
界
経
済
の
中
心
で
あ
っ
た
。
自
国
の
狭

い
国
土
に
は
穀
物
の
作
付
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
、
自
給
で

き
な
い
主
要
穀
物
は
国
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
き

て
い
る
。
現
在
も
穀
物
自
給
率
は
一
四
％
と
日
本
よ

り
も
は
る
か
に
低
い
。
よ
っ
て
輸
入
穀
物
な
ど
へ
対

価
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、
生
乳
を
始
め
と
す
る

農
産
物
や
魚
介
類
な
ど
に
高
い
付
加
価
値
を
つ
け
る

こ
と
は
図
抜
け
て
優
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
農
産

物
の
純
輸
出
額（
輸
出
額
―
輸
入
額
）
は
世
界
一
を

誇
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
に
は
高
品
質
な
食
の
原
材
料
は
豊
富
に
あ

る
も
の
の
、
そ
の
大
半
は
単
に
原
材
料
を
提
供
す
る

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
高
い
付
加
価
値
を
つ
け
、
さ

ら
に
広
く
販
売
し
て
い
く
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

活
動
が
全
体
と
し
て
は
あ
ま
り
に
貧
弱
で
あ
る
。
内

地
や
国
外
か
ら
の
潜
在
的
で
強
力
な
需
要
は
放
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

根
釧
の
農
産
物
の
価
値
を
高
め
、
市
場
に
広
く
浸

透
さ
せ
ら
れ
れ
ば
、
極
め
て
大
き
な
経
済
効
果
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
港
を
も
つ
地
域
的
な
有
利
性

も
活
か
し
つ
つ
、
将
来
の
根
釧
農
業
の
グ
ラ
ン
ド
ビ

ジ
ョ
ン
を
主
体
と
な
っ
て
描
け
る
の
は
唯
一
、Ｊ
Ａ

で
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
に
動
物
福
祉
を
意
識
し
た
カ
ウ
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
も
今
後
の
乳
牛
改
良
に
は
欠
か
せ
な
い
こ

　

乳
牛
改
良
に
つ
い
て
は
、
常
に「
収
益
性
」
を
ゴ
ー
ル

と
し
、
ど
う
い
っ
た
遺
伝
資
源
を
作
出
し
て
い
っ
た
ら
世

界
の
酪
農
産
業
界
の
中
で
有
利
に
事
業
展
開
が
図
れ
、
生

乳
生
産
の
一
層
の
効
率
化
が
期
待
で
き
る
の
か
を
過
去
の

仕
組
み
の
延
長
線
以
外
か
ら
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

【
雑
種
強
勢
は
必
要
か
？
】

　

近
年
に
お
け
る
繁
殖
能
力
の
低
下
や
収
益
性
を
求
め
た

乳
牛
改
良
を
追
求
す
る
上
で
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

な
か
で
も
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
た
雑
種
強
勢
は

理
論
上
で
も
優
れ
た
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
。

【
雑
種
強
勢
は
北
海
道
酪
農
に
利
用
で
き
る
か
？
】

　

現
在
、
北
欧
と
日
本
と
の
間
に
お
け
る
家
畜
輸
出
入
に

係
る
衛
生
条
件
が
整
の
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
紹
介

さ
れ
た
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｓ（
プ
ロ
ク
ロ
ス
：
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
×
バ
イ
キ
ン
グ
レ
ッ
ド
×
モ
ン
ト
ベ
リ
ア
ー
ド
）を

使
っ
た
雑
種
強
勢（
ヘ
テ
ロ
ー
シ
ス
効
果
）
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
利
用
で
き
な
い
。

【
今
後
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
は
何
か
？
】

　

雑
種
強
勢
に
取
り
組
む
前
に
我
が
国
で
も
現
状
で
改
善

で
き
る
点
が
多
々
あ
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。

　

根
釧
管
内
に
お
い
て
も
高
泌
乳
量
を
保
ち
つ
つ
、
繁
殖

性
に
優
れ
て
い
る
酪
農
家
も
い
る
事
か
ら
、
体
型
重
視
以

外
に「
収
益
性
に
特
化
し
た
乳
牛
改
良
」
を
追
求
す
る
と

い
う
強
い
意
識
改
革
が
ま
ず
第
一
で
あ
る
と
考
え
る
。

ホルスタイン バイキングレッド

モントベリアード

と
と
感
じ
た
。
牛
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
事
は
も
ち
ろ

ん
の
事
、
健
康
な
牛
の
み
か
ら
生
産
さ
れ
た
牛
乳
を
食
卓

に
お
届
け
す
る
こ
と
。
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
牛
乳
も
然
り
、
今

後
は
同
じ
白
い
牛
乳
で
も
、
中
身
に
差
が
あ
る
プ
レ
ミ
ア

ム
な
商
品
価
値
や
商
品
差
別
化
に
対
応
す
る
準
備
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。
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壇上の鹿野副部長
普段以上の男前な姿…
女性ファン急増中です。

年部　　　版

　

一
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
二
日
間
で
開
催
さ
れ
た
『
全
道
Ｊ

Ａ
青
年
部
長
研
修
会
』
に
鹿
野
副
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
札
幌
に
て
、
全
道
よ
り
多
く
の
盟
友
が
集
い
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
始
か
ら
、
七
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
色
々
な
課
題
を
そ
の

七
人
で
常
に
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、
進
め
て
行
く
ス
タ
イ
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

初
対
面
の
人
と
話
す
の
が
非
常
に
苦
手
な
自
分
で
し
た
が
、
話
さ

な
い
と
進
め
て
い
け
な
い
シ
ス
テ
ム
に
ヤ
ラ
レ
ま
し
た
。
笑

　

中
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
研
究

所　

代
表
の
城
戸 
和
子
さ
ん
の
話
で
し
た
。

　

人
と
の
話
し
方
や
聞
き
方
に
つ
い
て
意
外
に
気
付
い
て
い
な
か
っ

た
事
が
わ
か
り
、
今
後
に
活
か
せ
そ
う
？
で
す
。
笑

　

ま
た
、
研
修
の
最
後
に
は
当
農
協
青
年
部
の
地
域
発
信
型
映
画

『
ト
ッ
プ
』
が
上
映
さ
れ
、
各
青
年
部
の
部
長
の
皆
さ
ん
の
前
で
私

が
壇
上
に
上
が
り
、
撮
影
に
当
た
っ
て
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
語
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

研
修
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
多
く
の

事
を
得
る
事
が
で
き
た
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

《
青
年
部
副
部
長　

鹿
野
亮
平
》

全道JA青年部長研修会平成26年度

レリー社

搾乳ロボット研修会
　

二
月
十
三
日
（
金
）
に
レ
リ
ー
社
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等
の
開
始
時
期
で
施
設
、

設
備
投
資
を
前
向
き
に
取
り
組
み
や
す
く
な
っ
た
事
も
あ

り
、
組
合
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
、
職
員
を
含
め

四
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

座
学
で
は
、
コ
ー
ン
ズ
Ａ
Ｇ
の
水
月
氏
に
よ
る
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
、
施
設
レ
イ
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、

現
地
視
察
は
昨
年
十
二
月
よ
り
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
が
稼
働
し

た
漆
原
俊
之
牧
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

座
学
で
も
現
地
視
察
で
も
参
加
者
か
ら
は
多
く
の
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
度
が
高
い
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

講師の水月氏です。
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き
ま
し
た
。
ア
ポ
を
取
っ
て
い
な
い
急
な
訪
問
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
に
Ｊ
Ａ
全
中
へ
行
き
、
酪
農
・
畜
産
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
た
後
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
の
最
上
階
に
行
き
、

地
上
一
八
〇
ｍ
か
ら
の
大
都
会
の
景
色
を
堪
能
し
ま

し
た
。

　

次
に
メ
グ
ミ
ル
ク
本
社
に
行
き
、
世
界
か
ら
見
た

日
本
の
生
乳
生
産
の
推
移
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
対
応

策
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
改
善
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
の
取
組
み
な
ど
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
研
修
会
の
為
に
準
備
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
、
ま
た
大
勢
で
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

笑
顔
で
迎
え
て
下
さ
っ
た
伊
東
良
孝
代
議
士
、
ア
ポ

な
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
丁
寧
な
対
応
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
鈴
木
貴
子
代
議
士
、
そ
し
て
色
々
な
事
を
教

え
て
下
さ
っ
た
安
田
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
研

修
の
メ
ン
バ
ー
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
上
で
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
幹
部
研
修
会
の
報
告

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。《

青
年
部　

太
田
隼
樹
》

　

一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
三
日
間
で
開
催

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
事
業
の
『
幹
部
研
修

会
』
に
西
部
支
部
の
太
田
副
支
部
長
が
参
加
し
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

十
二
月
中
旬
…
営
農
計
画
書
作
成
に
奮
闘
し
て
い

た
私
に
突
如
「
青
年
部
の
幹
部
研
修
会
に
行
っ
て
く

れ
な
い
か
？
」
と
の
依
頼
が
…
。
私
は
根
室
管
内
の

盟
友
た
ち
と
知
り
合
い
、
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
を

勉
強
を
す
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
、
即
座
に
引
き
受

け
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
ま
ず
、
農
林
水
産
省
に
行
き
、
今
、
巷

で
話
題
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
七
名
の
担
当
者
の

方
が
入
れ
替
わ
り
で
丁
寧
に
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
昨
年
、
農
林
水
産
省
の
若
手
担
当
者

酪
農
実
習
受
入
で
来
訪
さ
れ
た
皆
様
と
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
ま
ず
伊
東
良
孝
代
議
士
へ
表
敬
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
鈴
木
貴
子
代
議
士
へ
も
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

真剣に話を聞く太田君…
実は俺、マジメなんだぜ！

農林水産省の建物の前で…

伊東良孝代議士の事務所にて

JA全中にて
カメラ目線…真剣に聞いてる？

鈴木貴子代議士の事務所にて

JA根室地区青協 幹 部 研 修 会
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二
月
五
日
（
木
）
交
流
セ
ン
タ
ー（
計
根
別
）

に
て
青
葉
会
八
名
が
参
加
し
、『
青
葉
会　

料

理
交
流
親
睦
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
渡
辺
初
美
会
長
考
案
に
よ
る
『
今
晩

の
お
か
ず
を
作
ろ
う
』
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

「
大
根
と
手
羽
先
の
煮
物
」「
ポ
ト
フ
」「
マ
カ

ロ
ニ
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」
の
三
品
を
作
り
ま
し
た
。

「
大
根
と
手
羽
先
の
煮
物
」
と
「
ポ
ト
フ
」
の

レ
シ
ピ
は
、
大
成
の
渡
辺
広
美
さ
ん
よ
り
提
供

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

十
時
半
か
ら
調
理
を
開
始
し
た
の
で
す
が
、

皆
さ
ん
の
手
際
の
良
さ
で
午
前
中
に
三
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
は
参
加

し
た
皆
さ
ん
の
夜
の
食
卓
を
飾
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
味
見
と
称
し
少
し
だ
け
皆
で
世
間

話
を
し
な
が
ら
の
つ
ま
み
食
い
は
楽
し
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
《
事
務
局　

中
野
係
》

　

二
月
十
二
日
（
木
）
農
協
和
室
に
て
緑
会

会
員
十
二
名
が
参
加
し
、「
お
ひ
な
祭
り
会
」

を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
お
雛
飾
り
の
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ー

プ
」
を
製
作
し
ま
し
た
。
細
か
い
作
業
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
各
々
個
性
豊
か
な
作
品

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
昼
は
ち
ら
し
寿
司
と
オ
ー
ド
ブ
ル
、
ひ

な
あ
ら
れ
の
他
に
、
有
原
洋
子
さ
ん
か

ら
「
た
く
あ
ん
」
と
「
わ
か
さ
ぎ
の
天
ぷ

ら
」、
西
塚
陽
子
さ
ん
か
ら
「
梨
」
と
「
林

檎
」、
笹
島
育
子
さ
ん
か
ら
「
だ
し
巻
き
卵
」

と
「
大
学
い
も
風
さ
つ
ま
い
も
煮
」
を
い
た

だ
き
昼
食
に
花
を
そ
え
ま
し
た
。
お
雛
さ
ま

の
中
に
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
方
も
い
た
よ
う

で
、
話
し
が
弾
み
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
《
事
務
局　

中
野
係
》

新年親睦会
　

一
月
二
十
二
日
（
木
）
農
協
二
階
会

議
室
に
て
、
部
員
約
三
十
名
が
集
ま
り

「
女
性
部　

新
年
親
睦
会
」
を
行
い
ま

し
た
。

　

味
元
副
部
長
の
司
会
・
進
行
で
、
長

谷
川
部
長
よ
り
挨
拶
、
西
塚
組
合
長
よ

り
新
年
の
挨
拶
と
乾
杯
を
頂
い
た
後
は
、

お
寿
司
・
オ
ー
ド
ブ
ル
・
デ
ザ
ー
ト
を

食
べ
ま
し
た
。
デ
ザ
ー
ト
の
ケ
ー
キ
は

西
塚
組
合
長
よ
り
頂
き
、
皆
さ
ん
で
と

て
も
お
い
し
く
ご
馳
走
に
な
り
ま
し
た
。

　

落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
と
豆
運
び
を
行
い
ま
し
た
。
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
ビ
ン
ゴ
が
出
る
た
び

に
歓
喜
と
落
胆
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
に
景
品
が
渡
っ
た
の
で

「
ど
ん
な
も
の
が
当
た
っ
た
の
？
」
な

ど
と
会
話
が
弾
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

一
方
豆
運
び
で
は
チ
ー
ム
対
抗
で
「
一

番
早
く
豆
を
運
ん
だ
チ
ー
ム
が
優
勝
」

と
い
う
ル
ー
ル
か
ら
、
打
っ
て
変
わ
っ

て
真
剣
に
黙
々
と
ゲ
ー
ム
に
挑
ん
で
い

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
今
年
も
参
加

し
た
皆
さ
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
《
事
務
局　

中
野
係
》

女性部

料理交流親睦会おひな祭り会

西塚組合長による乾杯の挨拶

真剣に豆を掴んでいます…

長谷川部長による新年挨拶

実は仲良しなお二人！？

緑会 青葉会

今日は帰っても
ご飯があるから
休めるわ～♪
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● ● ●  退職のあいさつ  ● ● ●

販売部 畜産販売課 主幹

岩本　忠敏
販売部 畜産販売係

小久保みちる
（旧姓 坂元）

　

こ
の
度
、
十
二
月
三
十
一
日
を
以

て
退
職
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
一
年
八
月
に
奉
職
し
、

人
工
授
精
・
畜
産
販
売
課
・
共
済

課
・
育
成
セ
ン
タ
ー
と
三
十
八
年

五
ヵ
月
間
勤
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
勤
続
年

数
の
殆
ど
が
畜
産
に
携
わ
る
業
務
で
、

組
合
員
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
や
ご
協

　

こ
の
度
、
十
二
月
三
十
一
日
を
以

て
退
職
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
に
奉
職
し
販
売
部

で
三
年
九
ヵ
月
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
在
職
中
は
至
ら
ぬ
事
も
多
く
、

力
頂
き
な
が
ら
、
こ
う
し
て
三
十
八

年
間
長
き
に
わ
た
り
勤
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
の
も
、
皆
様
の
暖
か
い

ご
指
導
、
ご
理
解
の
賜
物
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様

に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の

酪
農
情
勢
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
・
農
家
戸

数
の
減
少
・
飼
料
の
高
騰
等
様
々
な

問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
各
々

の
目
標
達
成
に
む
け
頑
張
っ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の

今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致

し
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
役
職
員
の
皆
様
、
関
係
各
位

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
の
お
陰

と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の

今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

14

27 2 16
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寒
さ
の
あ
ま
り
、
牛
舎
を
閉
め

切
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

閉
め
切
ら
れ
た
牛
舎
は
、
汚
れ
た

空
気
が
こ
も
り
、
牛
へ
の
ス
ト
レ
ス

は
想
像
以
上
で
す
。

　

牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
の
た
め
に
牛

舎
内
環
境
を
少
し
で
も
良
く
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
牛
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
は
、

人
の
快
適
な
作
業
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

≪
換
気
≫

　

換
気
が
不
十
分
な
牛
舎
で
は
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

　

・�

ア
ン
モ
ニ
ア
や
カ
ビ
の
臭
い
が

す
る
。

　

・
窓
や
天
井
が
結
露
し
て
い
る
。

　

・�

牛
床
や
通
路
が
湿
っ
て
い
て
、

乾
き
に
く
い
、
滑
り
や
す
い
。

　

施
設
に
よ
っ
て
自
然
換
気
、
強
制

換
気
（
ト
ン
ネ
ル
換
気
や
リ
レ
ー
換

気
）
な
ど
換
気
方
法
は
異
な
り
ま
す

が
、
窓
・
扉
の
閉
め
切
り
や
フ
ァ
ン

の
停
止
を
見
直
し
、
凍
結
し
な
い
程

度
に
空
気
の
入
れ
換
え
を
行
い
ま

し
ょ
う
（
写
真
１
）。
新
鮮
な
空
気

を
取
り
込
み
、
汚
れ
た
空
気
・
臭
気

や
湿
度
を
、
牛
舎
外
に
排
出
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

窓
や
扉
を
開
け
る
際
に
は
、
ネ
ッ

ト
を
張
り
、
動
物
や
鳥
の
侵
入
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

冬期間の牛舎内環境を見直そう

写真１　ファンを回している牛舎

写真２　こまめな敷料交換と通路に石灰を
　　　　散布している農場

図１　掃除による牛舎内アンモニア濃度の低下
　　　注＞図中の赤線以下を目標

写真３　スラリー体系のため牛床・通路にもみがらを
　　　　使用している農場

し
た
。
し
か
し
、
掃
除
（
除
ふ
ん
・

敷
料
交
換
）
を
し
た
後
は
、
ア
ン
モ

ニ
ア
濃
度
が
低
下
す
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
環
境
改
善
に
は
、
掃
除

も
効
果
が
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

　

牛
床
と
同
時
に
通
路
を
乾
燥
さ
せ

る
こ
と
で
ア
ン
モ
ニ
ア
の
発
生
を
抑

制
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
（
写
真
２
、

３
）。

　

子
牛
は
親
牛
よ
り
も
寒
さ
に
弱
い

た
め
、
ほ
育
・
育
成
舎
は
、
よ
り
閉

め
切
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

敷
料
を
た
っ
ぷ
り
入
れ
、
直
接
風

が
当
た
ら
な
い
な
ど
の
寒
さ
対
策
を

し
た
上
で
換
気
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

旧
牛
舎
を
ほ
育
・
育
成
舎
と
し
て

利
用
し
て
い
る
農
場
を
調
べ
る
と
、

牛
舎
内
は
高
い
ア
ン
モ
ニ
ア
濃
度
で

≪
牛
床
管
理
≫

　

放
牧
期
と
異
な
り
、
牛
床
で
過
ご

す
時
間
が
増
え
る
た
め
、
牛
体
を
清

潔
に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ふ
ん
尿
処
理
方
法
で
制
限
が
あ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
敷
料
を
十
分

に
入
れ
、
定
期
的
に
交
換
す
る
こ
と

や
、
こ
ま
め
な
除
ふ
ん
作
業
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
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乾
乳
期
管
理
に
お
い
て
、「
乾
物

摂
取
量 (

Ｄ
Ｍ
Ｉ)

を
最
大
に
す
る

こ
と
＝
食
い
落
と
さ
な
い
こ
と
」
が

大
切
で
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｉ
に
影
響
す
る
要
因
は
三
つ

あ
り
ま
す
（
左
図
）。

　

Ｄ
Ｍ
Ｉ
は
生
理
的
に
も
低
下
し
ま

す
が
、
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
環
境
」
と
「
過
肥
」

の
対
策
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

１ 

環　

境

　

Ｄ
Ｍ
Ｉ
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
、

牛
が
ス
ト
レ
ス
無
く
採
食
・
飲
水
で

き
る
環
境
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

①
充
分
な
飼
槽
幅
の
確
保

　

弱
い
牛
で
も
充
分
採
食
で
き
る
よ

う
に
、
充
分
な
飼
槽
幅
を
確
保
し
ま

し
ょ
う
。
全
頭
並
ん
で
採
食
で
き
る

②
水
槽
の
設
置

　

水
を
充
分
飲
め
る
こ
と
は
、
採
食

意
欲
（
Ｄ
Ｍ
Ｉ
）
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
広
い
間
口
に
加
え
、
定
期

的
に
掃
除
し
て
あ
る
と
理
想
的
で
す

（
写
真
２
）。

◎
牛
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

牛
の
太
り
具
合
は
、
腰
角
と
坐

骨
の
肉
付
き
で
判
断
し
ま
す
。
写

真
４
の
上
段
は
太
り
す
ぎ
、
下
段

は
適
正
な
状
態
で
す
。

火
山
灰
で
整
備
し
た
り
、
こ
ま
め
な

除
ふ
ん
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
写
真

３
）。

飼
槽
幅
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

③�

屋
外
飼
槽
周
辺
の
泥
ね
い
化
対
策

　

屋
外
飼
槽
で
、
牛
が
立
つ
場
所
の

泥
ね
い
化
を
防
ぐ
こ
と
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ

は
高
ま
り
ま
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

72-2163
乾乳期の管理～DMIの低下を防ぐ～

図　DMI変動の要因

写真２ 余裕をもった飲水スペース、
　　　 飲水量も充分に確保

写真４ 太りすぎの牛は
　　　 いませんか？

写真１ 最大頭数時でも１頭あたり
　　　 70㎝確保できている例

写真３ 飼槽前の牛が立つ位置は
　　　 コンクリートで整備

写真５ １頭分空けて仕切り板を設置

④
広
い
場
所
で
自
由
に
行
動
さ
せ
る

　

乾
乳
牛
は
生
理
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｉ
低
下

に
加
え
、
狭
い
場
所
で
ス
ト
レ
ス
を

受
け
る
と
更
に
Ｄ
Ｍ
Ｉ
が
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。
乾
乳
牛
の
飼
養
場
所

周
辺
に
、
パ
ド
ッ
ク
と
し
て
使
え
そ

う
な
場
所
が
あ
る
場
合
、
活
用
を
検

討
し
ま
し
ょ
う
。

２ 

過　

肥

　

泌
乳
後
期
の
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

摂
取
は
、
過
肥
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

過
肥
の
状
態
の
ま
ま
乾
乳
期
を
過

ご
す
と
、
Ｄ
Ｍ
Ｉ
の
低
下
が
引
き
金

と
な
っ
て
、
周
産
期
疾
病
や
分
娩
後

の
生
産
性
低
下
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

泌
乳
後
期
か
ら
の
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

太
り
具
合
の
調
整
は
泌
乳
後
期
か
ら

　

泌
乳
後
期
は
乳
量
に
対
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
量
が
過
剰
に
な
ら
な
い
よ
う
、

配
合
の
量
な
ど
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

②
乾
乳
期
の
盗
食
は
過
肥
の
も
と

　

～
つ
な
ぎ
飼
い
の
場
合
～

　

乾
乳
牛
の
盗
食
防
止
の
た
め
に
、

つ
な
ぎ
替
え
て
搾
乳
牛
か
ら
離
す
、

仕
切
り
板
の
設
置
、
一
頭
分
空
け
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
（
写
真

５
）。
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計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　２月24日現在 1,100円

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 426 372 650,160 399,600 548,916 -16,968
乳牛・ホル初妊ET 36 29 756,000 544,320 696,414 -32,474
乳牛・ホ無　初妊 4 4 569,160 486,000 523,260 46,260
乳牛・ホル　経産牛
そ の 他 の 乳 用 種

合　　　　計 466 405 756,000 399,600 559,224 -21,041

市 場 情 報

生 乳 販 売 情 報
平成26年度1月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　1月16日開催分	 税込み

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数 2月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,436 90
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,021 -200
そ の 他 の 未 経 産 34 -1

計 7,491 -111
経　 産　 牛（ ホ　 ル ） 10,683 171
そ の 他 の 経 産 牛 34 -1

計 10,717 170
合　　　　　　　計 18,208 59

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 537 -7
黒 毛 和 種 　 オ ス 75 -3

計 612 -10
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 92 1
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 77 -10

計 169 -9
合　　　　　　　計 781 -19
総　　　合　　　計 18,989 40

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 465 451 795,960 164,160 520,488 830
肉牛・黒毛　メスET 214 203 761,400 360,720 569,304 -9,910
肉牛・黒毛　メス計 679 654 795,960 164,160 535,640 1,579
肉 牛 ・ 黒 毛 　 オ ス
肉 牛 ・ 黒 毛 　 去 勢 756 720 893,160 99,360 619,113 9,992
肉牛・黒毛　去勢ET 222 207 870,480 221,400 660,271 14,732
肉牛・黒毛　去勢計 978 927 893,160 99,360 628,304 11,469
肉素・肉専用種　去勢
繁 殖 ・ 黒 毛 61 58 989,280 262,440 510,263 89,642
繁殖・乳用交雑種 1 1 439,560 439,560 439,560 -18,360
廃 用 ・ 黒 毛 56 56 544,320 109,080 334,029 40,503
廃 用 肉 専 用 種 1 1 359,640 359,640 359,640 124,200

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,293,367 101.5 81,372,226 99.0 140
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,478,186 100.9 102,530,315 96.8 175
Ｊ Ａ け ね べ つ 7,192,391 103.3 69,676,981 98.8 150
Ｊ Ａ 中 春 別 9,968,110 104.6 96,332,040 99.9 173

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,778,410 98.1 77,534,775 96.6 155
上 春 別 支 所 5,373,699 104.0 51,427,823 97.6 78
別 海 本 所 13,613,827 102.4 135,161,341 97.7 255
根 室 支 所 3,991,919 100.7 40,086,943 98.8 88

小　　　　計 30,757,855 101.3 304,210,882 97.6 576
合　　　　　計 66,689,909 102.0 654,122,444 98.1 1,214

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
初生・ホル　オス 183 177 89,640 108 38,260 2,649
初生・ﾎﾙ　ﾌﾘｰﾏﾁﾝ 3 2 20,520 10,800 15,660 14,105
初生・ホル　メス 17 17 241,920 130,680 191,732 27,644
初 生 ・ F 1 　 オ ス 148 148 230,040 25,920 165,649 9,335
初 生 ・ F 1 　 メ ス 140 136 180,360 1,080 105,832 969
初生・和牛　オス 9 8 448,200 326,160 378,675 16,748
初生・和牛　メス 14 12 400,680 280,800 325,890 58,130
初生・肉専用種　メス
初生・肉専用種　オス
初生・その他　オス 1 1 108 108 108 -2,646
初生・その他　メス
乳牛・ホル　育成 34 34 395,280 184,680 293,506 41,490
乳牛・ホル無登録育成
乳牛・ホル　初妊 28 28 561,600 342,360 468,489 26,296
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 24 24 411,480 173,880 280,305 19,170
乳 牛 他 乳 用 種 3 3 252,720 168,480 212,760
肉素・乳用交雑（F1)オス 2 2 162,000 81,000 121,500 -55,620
肉素・乳用交雑（F1)メス
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　ﾒｽ
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　ﾇｷ
肉素・ﾎﾙ中ﾄｸ　オス 3 3 51,840 21,600 34,200 -13,320
肉素・ﾎﾙ12ヶ月以上ﾒｽ 11 11 268,920 52,920 215,411 10,931
肉素・黒毛和種オス
肉素・黒毛和種メス 1 1 275,400 275,400 275,400
肉素・黒毛和種ヌキ
廃 　 用 ・ そ の 他 1 1 65,880 65,880 65,880 -27,000
廃 　 用 ・ ホ 　 ル 141 141 341,280 16,200 150,266 11,286
廃 用 ・ 黒 毛 和 種 1 1 272,160 272,160 272,160
繁 殖 黒 毛 和 種 1 1 392,040 392,040 392,040

ホクレン根室家畜市場 一般市場　２月11日開催分  税込み

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）	 ２月５日開催分  税込み
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中標津警察だより

16



クロスワードパズル【タテのカギ】 【ヨコのカギ】

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

答え

17

「
三
寒
四
温
」
と
は
冬
の
時
期
に
寒
い
日
が
３
日
続
く
と
、
そ
の
あ
と
暖
か

い
日
が
４
日
続
く
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
で
す
。
日
本
で
は
実
際
に
こ
の
周

期
が
現
れ
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
が
、
今
年
の
冬
は
毎
週
の
よ
う
に

天
気
が
荒
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

一
月
三
十
一
日
か
ら
低
気
圧
が
停
滞
し
て
い
た
為
に
二
月
三
日
ま
で
大
荒
れ

の
天
候
と
な
り
、
二
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
も
雪
と
非
常
に
強
い
風

が
吹
き
ま
し
た
。
各
地
で
通
行
止
め
、
空
の
便
は
欠
航
、
小
中
学
校
な
ど
も
臨

時
休
校
と
な
り
、
天
気
は
回
復
し
て
も
積
雪
が
多
く
除
雪
が
追
い
付
か
な
い
状

態
で
し
た
。

あ
と
が
き

１　�○○が降ると交通機関もみ

だれます

２　�居住区によって変わる学校

の区域

３　�緊張が解けて、○○が外れ

る

５　�小さい物を拡大して見る○

○○鏡

７　○○○の頭も信心から

８　東北六県の総称です

10　�どっと一時に押し寄せるこ

と

11　顔ににっこり浮かべる

12　�考えてもわからないときは

直○○、山○○

14　数の子は○○○の卵

16　生放送や生演奏

17　�事を成し遂げるのに必要な

運・○○・根

１　�日が暮れてもうすぐ夜にな

る時間帯

４　�風が吹けば○○屋がもうか

る、とか

６　動物のカップルのことです

８　�松尾芭蕉の俳諧紀行『○○

の細道』

９　�寿司や刺身に欠かせない香

辛料

11　�相手に適した説明を。「人

を見て○○を説け」

12　�乾燥する季節、○○○器が

活躍します

13　�自由にまかせて干渉しない

○○○○主義

15　�前門の○○、後門のオオカ

ミ

17　�同じ考え、同じ意思と賛成

すること

18　�ビールの醸造で知られるド

イツ南部の都市

◦�正解者５名の方にすてきなプレゼントを
さしあげます。なお、正解者多数の場合
は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所入
り口に設置している投書箱へ。または、組
織広報係までＦＡＸ（78-2048）お願いし
ます。

《締め切り》平成27年３月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」３月号誌上

Ｃ

Ｂ

A

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

1 2 3 54

76

8 9 10

11 12

13 14 15 16

17

18

＜12月号の答え＞

インフルエンザ
＜１月号の答え＞

ウタカイハジメ
保田理代子さん　田中　貞子さん
佐藤　怜奈さん　佐藤　広光さん
有原　洋子さん

影山かよ子さん　信夫　拓人さん
遠藤　慎也さん　村上　遙香さん
武田　州司さん

Ａ Ｅ Ｆ ＨＧＢ Ｃ Ｄ

クロスワードパズル 12月号・１月号の答え
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週刊新潮に
JAけねべつの地域活性化の役割を果たす取り組みが紹介される

　

Ａ
コ
ー
プ
店
舗
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
の
Ｊ
Ａ
の
施
設
が
、
様
々
な
局
面
で
地
域

を
支
え
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
Ｊ

Ａ
職
員
が
管
内
に
住
む
こ
と
で
地
域
の
自
治

活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
と

西
塚
組
合
長
が
取
材
を
受
け
話
し
ま
し
た
。

准
組
合
員
の
志
賀
恵
美
子
さ
ん
（
北
新
工

業
）
も
Ａ
コ
ー
プ
が
な
く
な
る
と
本
当
に
困

る
し
、
酪
農
が
あ
っ
て
こ
そ
計
根
別
の
町
が

あ
る
、
と
酪
農
関
連
産
業
に
携
わ
る
方
の
声

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
が
新
規
就
農
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
や
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
と
家
畜
育
成
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
の

柱
で
、
酪
農
家
が
で
き
る
だ
け
搾
乳
に
専
念

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
実
現
し
て
お
り
、
酪

農
家
の
維
持
発
展
を
支
え
、
地
域
の
活
性
化

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
内
容
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。


